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好
天
・盛
会
・内
容
豊
富

よ
か
っ
た
秋
の
イ
ベ
ン
ト

秋
の
下
市
田
区
の

一
大
行
事

で
あ
る
文
化
祭
り
と
敬
老
会
が
、

去
る
十
月
十
五
日
十
六
日
に
、

公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
展
示
発
表
で
は
二
十
二
組
、

舞
台
発
表
で
は
十
五
組
十
八
種

目
が
、
日
頃
の
研
修
の
成
果
を

競
い
ま
し
た
。
又
同
時
に
行
な

わ
れ
た
敬
老
会
に
は
、
七
十
歳

以
上
の
五
百
三
十
名
の
方
々
を

御
招
待
中
し
上
げ
、
約
二
百
名

近
い
御
参
加
を
頂
き
、
盛
会
で

し
た
。
そ
の
五
百
三
十
名
の
内

訳
は
次
の
通
り
で
す
。

卒
寿
以
上
十
九
名
、
米
寿
祝

十
名
、
喜
寿
祝
三
十
名
、
そ
の

他
の
七
十
歳
以
上
四
百
七
十

一

名
。今
年
も
幸
い
よ
い
天
候
に
恵

ま
れ
て
、
敬
老
会
に
出
席
さ
れ

た
お
年
寄
り
の
皆
様
、
文
化
祭

り
に
参
加
さ
れ
た
区
民
の
皆
様
ヽ

足
場
の
心
配
も
な
く
、
無
事
に

終
了
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し

た
。
天
候
に
つ
い
て
は
、
平
成

三
年
か
ら
晴
天
続
き
で
あ
り
、

今
年
も
亦
下
市
田
区
全
体

の

「
お
こ
な
い
の
好
さ
」
が
充
分

に
証
明
さ
れ
、
御
同
慶
の
至
り

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

区
民
が
お
年
寄
り
を
中
心
に

一
堂
に
会
し
、
常
日
頃
の
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
の
研
鑽
成
果
を
発

表
し
、
そ
れ
ら
を
観
賞
す
る
と

い
う
こ
の
文
化
祭
り
、
敬
老
会

が
、
何
時
迄
も
続
く
こ
と
を
祈

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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平成 6年 12月 1日 下 市 田 区 報 第 30号 (2)

平成6年度下市田区一般会計前半期決算報告書

(自 平成6年 4月 1日～至平成6年 9月 30日 )

既収入金計  21,458,674円
既支出金計  19,388,725円
差 引残 高  2,069,949円

Ⅱ.【支出金の部】 (単位 円)

項   目 予 算 額 既収入額 予算残額

1.区 費

金

金3.町 支 出

4.財 産 収 入

6.消 防 義 務 金

7.諸 収 入 金

8.前 期 繰 越 金

15,130,000

2,400,000

2,300,000

2,500,000

7,633,400

8,225,818

105,000

143,561

2,661,632

229,263

2,460,000

7,496,600

4,280,000

△ 1,725,318

1,360,000

1,070,737

△   60,000

2,156,439

△  161,632

収 入 合 計 35,875,000 21,458,674 14,416,326

項   目 予 算 額 既支出額 予算残額

1.総  務  費

5.

6.

7.

水  利  費

8.予  備  費

12,227,000

752,000

3,030,000

866,000

9,480,000

5,115,000

1,425,000

2,980,000

4,821,708

295,801

1,195,187

427,669

6,030,310

5,648,050

270,000

700,000

7,405,292

456,199

1,834,813

2,280,000

438,331

3,449,690

△  533,050

1,155,000

支 出 合 計 35,875,000 19,388,725 16,486,725

区

の
情

勢

に
つ
い
て

区

長

下

井

武

平

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

黒
沢
下
関
係
者
の
総
会
に
て
、

代
替
地
希
望
者
に
つ
い
て
は
個
々

に
話
し
合
い
を
進
め
る
事
の
了

解
が
得
ら
れ
、
現
在
用
地
委
員

が
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

広
域
農
道
に
つ
い
て
は
、
遺

跡
調
査
が
始
ま
り
、
又
間
ケ
沢

橋
の
橋
脚
工
事
が
始
ま
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

明
神
橋
架
け
替
え
に
つ
い
て

は
、
去
る
十

一
月
四
日
に
県
職

員
の
案
内
に
て
、
対
策
委
員
他

関
係
者
が
県
内
の
三
橋
の
現
状

を
視
察
し
、
今
後
の
対
応
の
参

考
と
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

中
段
土
地
改
良
に
つ
い
て
は
、

間
ケ
沢
川
以
北
の
工
事
を
神
稲

建
設
が
請
負
い
、
平
成
七
年
二

月
二
十
日
迄
の
工
期
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
七
年
度
の
町
の
振
興
計

画
の
見
直
し
が
行
な
わ
れ
、
地

区
か
ら
の
要
望
に
つ
き
町
と
協

議
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
町
の

予
算
に
依
り
不
満
足
な
点
も
あ

り
ま
す
が
、
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
頃
厚
生
事
業
に
は
、
区
の

皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
様
に

成
り
ま
す
。
特
に

一
般
廃
棄
物

の
収
集
に
は
、
各

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
協
力
委
員
の
皆
様
の
御
協

力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
生
事
業
は
、
地
域
の
公
害

防
止
と
汚
水
排
水
対
策
等
々
、

住
み
良
い
環
境
づ
く
り
の
推
進

で
す
。
今
、
社
会
問
題
に
さ
れ
、
自

治
団
体
の
悩
み
の
ゴ
ミ
対
策
を

重
点
に
、
只
今
ゴ
ミ
の
分
別
収

集
に
取
り
組
み
中
で
す
。
リ
サ

イ
ク
ル
出
来
る
物
を
多
く
し
、

埋
立
ゴ
ミ
を
減
量
し
、
町
の
郊

外
の
埋
立
新
処
理
場
の
計
画
で

あ
る
十
年
を
少
し
で
も
長
く
す

る
為
に
、
家
電
器
具
等
を
購
入

さ
れ
る
際
に
は
、
メ
ｌ
ヵ
ｌ
ゃ

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
下

市
田
区
の
監
査
委
員
、
代
議
員

他
各
委
員
、
常
会
長
、
公
民
館

三
役
及
び
部
員
の
任
期
が
参
り

ま
す
。
二
年
間
そ
れ
ぞ
れ
の
大

役
を
務
め
ら
れ
、
区
の
発
展
の

為
御
尽
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
店
に
、
古
い
物
は
引
き
取

っ

て
も
ら

っ
て
下
さ
い
。

今
後
テ
レ
ビ
の
回
収
は
行
な

わ
れ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で

注
意
し
て
下
さ
い
。
尚
、
化
粧

品
の
ビ
ン
、
農
薬
の
ビ
ン
は
、

良
く
洗
い
、
瀬
戸
物
と

一
緒
に

し
、
埋
立
す
る
袋
に
は
必
ず
名

前
を
記
入
し
、
灰
な
ど
と
混
入

さ
せ
な
い
で
下
さ
い
。
家
庭
で

容
器
を
○
印
ス
チ
ー
ル
、
△
印

ア
ル
ミ
と
区
別
し
、
時
間
を
守
っ

て
お
出
し
下
さ
い
。

家
庭
の
備
品
器
具
等
も
変
化

し
、
ゴ
ミ
も
新
時
代
に
変
る
様

で
す
。
不
明
な
点
は
委
員
も
勉

強
し
ま
す
。

今
後
共
御
協
力
、
御
指
導
の

程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成6年度下市田公民館中間決算報告書

(自 平成6年 4月 1日 ～至平成6年 9月 30日 )

既 収 入 額  2,090,209円

既 支 出 額  1,681,354円

残   高   408,855円

支出の部 (単位 円)収入の部

厚
生
委
員
A
7=
●

伊
ブヽ
冽ド

川

和

人

科   目 予 算 額 既支出額

総 務

教 養 部 費

体 育 部 費

合 計

視聴覚部費

1,850,000

1,154,000

583,000

107,000

30,000

3,972,000

248,000

652,128

565,495

178,495

84,132

1,681,354

科   目 予 算 額 既収入額

越 金

一
金

一
金

一
入

一
　

一
　

一
合  計

90,000

2,980,000

900,000

3,972,000

2,000

85,765

1,200,000

804,000

2,090,209

I.【収入金の部】

4,280,000

6,500,000

1,465,000

5.寄  付  金 1,300,000

2.厚  生  費

3.林  務  費

4.土  木  費

ヽ_

201,104

図 書 部 費

予 備 費

444
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下
市
田
河
原
を
考
え
る
（そ
の
二
）

三
　
浦
　
喜
久
夫

（三
区
）

あ

っ
た
。

将
来
米
を

つ
く
り
続
け
る
か

に
対
し
、
５２
％
は
つ
く
る
、
転

作
す
る
１
％
、
や
め
る
３
％
、

わ
か
ら
な
い

・
無
回
答
４４
％
。

3%

前
記
二
間
の
、
で
き
な
い
、

や
め
る
の
人
の
う
ち
半
数
は
農

地
と
し
て
残
す
、
半
数
は
宅
地

に
売
る
か
他
の
用
途
に
転
用
す

る
と
答
え
て
い
る
。

農
免
道
路
が
必
要
か
否
か
に

対
し
て
３７
％
は
必
要
、
４７
％
は

不
要
、
わ
か
ら
な
い

・
無
回
答

１６
％
で
あ

っ
た
。

自
分
の
土
地
の
そ
ば
に
道
路

が
あ
い
た
場
合
４５
％
は
水
田
と

し
て
管
理
す
る
、
や
め
る
又
は

用
途
転
換
が
１９
％
、
貸
す
３
％
、

売
る
１０
％
、
そ
の
他
４
％
、
無

回
答
１９
％
で
あ

っ
た
。

夢
の
小
豆
島
を

訪

ね

て

代
議
員
に
、
区
と
公
民
館
三

役
、
二
十

一
名
の
研
修
旅
行
は
、

十
月
五

・
六
日
の
二
日
間
、
小

豆
島
め
ぐ
り
を
行

っ
た
。

フ
ェ

リ
ー
で
瀬
戸
の
島
々
を
め
ぐ

っ

て
二
時
間
、
小
豆
島
は
夕
日
を

あ
び
て
美
し
く
浮
か
ん
で
い
た
。

宿

へ
向
か
う
バ
ス
が
岬
を
ま
が

る
た
び
に
、

フ
ア
ー
と
歓
声
が

将
来
河
原
が
ど
う
あ

っ
た
ら

よ
い
か
に
対
し
、
水
田
又
は
農

地
と
し
て
残
す
５０
％
、
商
工
業

地
に
転
換
す
る
１３
％
、
宅
地
化

５
％
、
公
園
に
す
る
４
％
、
用

途
別
に
ゾ
ー
ン
を
設
定
し
分
割

利
用
す
る
１５
％
、
個
々
バ
ラ
バ

ラ
で
よ
い
２
％
、
わ
か
ら
な
い
・

無
回
答
Ｈ
％
と
い
う
結
果
だ

っ

た
。今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

設
間
が
充
分
検
討
さ
れ
て
行
わ

な
か

っ
た
事
も
あ
リ
デ
ー
タ
と

し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
こ
ろ

が
多
い
。
し
か
し
こ
れ
を
機
に

皆
で
将
来
自
分
の
住
む
所
と
し

て
本
気
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
』聯
刀
下
さ
っ

た
皆
様
に
こ
の
紙
面
を
お
借
り

し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

上
が
り
、
い
つ
の

間
に
か
誰
か
が
唄

い
始
め
た

「瀬
戸

は
日
暮
れ
て
…
…
」

に
合
わ
せ
て
大
合

唱
と
な
っ
て
い
た
。

露
天
風
呂
か
ら
暮

れ
な
ず
む
瀬
戸
を

眺
め
た
想
い
出
を

あ
と
に
、
翌
日
は

「
二
十
四
の
瞳
」

で
お
な
じ
み
の
岬

の
分
教
場
を
訪
ね
、

大
石
先
生
や
子
供

達
と
、
年
代
的
に

過
ぎ
て
来
た
自
分

達
と
を
だ
ぶ
ら
せ

な
が
ら
、
四
十
二

の
瞳
は
し
ば
し
、

感
慨
に
ふ
け
る
の

で
あ

っ
た
。

一
区
代
議
員

北

沢

貞

男

下
市
田
区
報
第
二
十
九
号
に

て
簡
単
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
其
の
後
の
経
過
に
つ
い
て

ご
報
告
致
し
ま
す
。
西
沢
仁
志

弁
護
士
と
相
談
の
結
果
、
同
氏

を
代
理
人
に
委
任
、
平
成
六
年

十
月
十

一
日
付
に
て
当
時
の
宝

昭
和
三
十
六
年
の
大
災
害
か

ら
二
十
余
年
、
町
内
で
も
屈
指

の
稲
作
地
帯
と
し
て
受
け
継
が

れ
て
き
た
下
市
田
河
原
。
こ
の

広
大
な
水
田
地
帯
だ

っ
た
そ
の

４
分
の
１
は
工
業
団
地
に
、
そ

し
て
時
代
の
流
れ
と
共
に
下
水

道
計
画
が
で
き
る
と
そ
の
端
末

処
理
場
も
こ
こ
に
自
羽
の
矢
が

向
け
ら
れ
た
。
そ
の
う
え
国
道

１
５
３
号
線
の
バ
イ
パ
ス
と
も

思
え
る
農
免
道
路
計
画
も
進
め

ら
れ
下
市
田
河
原
の
田
園
風
景

は
次
第
に
そ
の
陰
が
薄
く
な

っ

て
い
く
よ
う
な
気
が
す
る
。

こ
う
な
る
と
こ
の
河
原
は
こ

れ
か
ら
先
ど
う
い
う
土
地
利
用

を
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う
か
。
手
を
加
え
ず
に
今
の
ま

ま
に
し
て
お
く
事
が
い
い
と
思

う
が
、
現
実
を
見
て
い
る
と
素

直
に
田
圃
の
ま
ま
で
い
て
く
れ

そ
う
も
な
い
と
感
じ
る
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。

我
々
の
世
代
に
受
け
継
い
だ

こ
の
河
原
、
後
世
に
ど
う
伝
え

て
い
っ
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
は
米
を

つ
く
る
環
境

が
あ
る
。
米
を

つ
く
り
続
け
ら

れ
る
こ
の
環
境
を
残
し
て
次
の

世
代
に
送
り
つ
な
げ
る
の
が
我
々

中
間
世
代
の
役
割
と
思
う
。

下
市
田
河
原
を
考
え
る
会
で

は
先
に
地
権
者
全
員
に
対
し
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

っ
た
。

そ
の
集
計
を
こ
の
紙
面
を
お
借

り
し
て
報
告
し
た
い
。

＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

今
回
の
回
収
率
は
４０
％
と
少
々

低
か

っ
た
。
回
答
者
の
年
齢
で

は
５０
代
３５
％
、
６０
代
３０
％
、
４０

代
２０
％
、
３０
代
１０
％
と
な

っ
て

い
る
。

７３
％
が
自
作
、
２０
％
は
貸
し

て
お
り
、
残
り
は
無
回
答
で
あ
っ

た
。作
付
け
に

つ
い
て
は
６３
％
が

米
を

つ
く

っ
て
お
り
、
野
菜
、

果
樹
、
飼
料

の
順
に
な

っ
て
い

る
。回
答
者
の
６８
％
は
自
分
で
管

理
し
て
い
る
、
１６
％
は
父
母
又

は
祖
父
母
に
任
せ
て
い
る
、
で

あ

っ
た
。
残
り
は
無
回
答
。

（任
せ
て
い
る
１６
％
の
全
部
は

３０
歳
か
ら
４０
歳
代
で
、
３０
歳
か

ら
４０
歳
代
の
回
答
者
の
半
数
に

あ
た
る
。
）

今
の
ま
ま
で
も
維
持
管
理
が

で
き
る
か
の
間
に
対
し
、
管
理

で
き
る
４４
％
、
で
き
な
い
１４
％
、

わ
か
ら
な
い

・
無
回
答
４２
％
で

13

今のままで
維持管理ができます力、

将来米を
つくり続けますか。

刀
預
か
り
人
に
対
し

「
公
開
質

問
状
」
を
発
送
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
預
か
り
人
は
、
川

島
慶

一
弁
護
士
を
代
理
人
と
し

て
、
十
月
二
十
日
付
に
て
、
西

沢
弁
護
士
宛
に
回
答
が
あ
り
、

審
議
委
員
会
に
て
そ
の
回
答
を

詳
細
に
検
討
し
た
結
果
、
再
度

西
沢
弁
護
士
に
相
談
し
て
今
後

の
方
針
を
決
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
従

っ
て
其
の
結
論
は

改
め
て
区
報
に
て
ご
報
告
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

できる
44%

無回答

22%
つくる
52%

代
議
員
会
だ
よ
り

萩
山
神
社

宝
刀
に
つ
い
て

区
長

下

井

武

平

〕

こ
旧
暉
‥
ガ
■

電
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平成 6年 12月 1日 下 市 田 区 報 第 30号 (4)

下
市
田
区

・
公
民
館
共
催
に

よ
る
第
十
二
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会

が
、
去
る
九
月
二
十
四
日
０
に

下
市
田
公
民
館
に
於
て
、
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
各
代
表
の
方
々

の
熱
唱
に
加
え
、
今
回
は
、
浦

安
の
舞
の
練
習
成
果
の
発
表
が

あ
り
、
今
迄
と
違

っ
た
カ
ラ
オ

ケ
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

審
査
員
の
先
生
方
の
慎
重
な

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。

．☆
カ
ラ
オ
ケ
大
賞

男
と
女
の
破
片

松

沢

正

明
…
…
三
区
代
表

☆
歌

唱

賞

酔
ぅ
ぱ
ら

っ
ち
ゃ
っ
た

池

野

照

美
…
…
二
区
代
表

☆
努

力

賞

木
曽
路
の
女

久
保
敷
か
よ
子
…
五
区
代
表

☆
熱

演

賞

ラ
ン
ナ
ウ

ェ
イ

尖多
　
　
圭目
　
　
〈
ム

熱
演
賞

参
青
会

三
浦
伊
佐
夫

今
回
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
参

青
会
は
シ
ャ
ネ
ル
ズ

「
ラ
ン
ナ

ウ
ェ
イ
」
で
出
場
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
見
事
熱
演
賞
。
歌
う

前
は
、
仮
装
大
賞
を
狙

っ
て
い

た
の
で
す
が
、
賞
が
取
れ
て
大

変
う
れ
し
い
で
す
。
私
自
身
熱

演
賞
は
、
第

一
回
カ
ラ
オ
ケ
大

会
に
つ
づ
き
二
度
目
に
な
り
ま

す
が
、
参
青
会
と
し
て
賞
が
取

れ
た
事
は
、
又
違

っ
た
意
味
で

う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
そ
の
参

青
会
も
今
年
で
結
成
十
二
年
目
、

三
区
力
行
会
を
中
心
に
、
区

・

カ

ラ

オ

ケ

大

会

に

出
場
し
て

久
保
敷
か
よ
子

定
年
を
過
ぎ
て
何
年
に
な
る

か
、
忘
れ
る
程
に
な

っ
た
今
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
五
区
代
表
で
出

る
な
ん
て
何
と
言
う
事
か
、
武

陵
地

一
常
会
が
当
番
と
言
う
部

落
長
さ
ん
の
お
言
葉
、
常
会
の

若
い
方
々
に
お
願
い
し
ま
し
た

け
れ
ど
、
私
の
お
願
い
の
仕
方

町
の
行
事
等
に
も
参
加
、
会
員

同
志
の
親
睦
交
流
な
ど
の
活
動

を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
活
性
化
の
為
、
青

年
自
ら
積
極
的
に
行
動
す
る
事

が
、
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

が
悪
か

っ
た
の
か
、
誰
も
出
て

下
さ
る
方
は
な
く
、　
一
人
暮
ら

し
の
私
は
援
助
し
て
く
れ
る
人

も
な
く
、
常
会
長
と
い
う
役
に

仕
方
な
く
恥
を
さ
ら
す
破
目
に

な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
子
供

や
孫
の
様
な
方
の
中
に
混
じ
り
、

楽
し
む
筈
の
大
会
が
食
も
喉
に

通
ら
ず
、
心
臓
が
お
ど

っ
て
口

が
渇
く
ば
か
り
。
係
の
方
が
、

お
茶
を
持

っ
て
来
て
下
さ
っ
て
、

ど
う
に
か
唄
う
事
が
出
来
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。努
力
賞
な
ん
て
尊
い
賞
も
頂

き
、
そ
れ
に
、
お
花
な
ど
沢
山

頂
き
、
応
援
に
来
て
下
さ

っ
た

方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
に

出
場
し
て

松

沢

正

昭

今
回
、
な
ぜ
か
私
が
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
に
出
場
す
る
事
に
な

り
、
と
に
か
く
頑
張
ろ
う
と
思

い
、
参
加
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

控
室
で
は
、
各
委
員
の
人
達

が
、
当
日
？
練
習
に
励
ん
だ
り
、

参
青
会
の
若
い
人
達
は
、
衣
装

の
準
備
を
し
た
り
、
大
変
に
ぎ

や
か
な
舞
台
裏
で
し
た
。

各
区
の
応
援
の
人
達
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
形
で
集
ま
り
、
す
で

に
盛
大
に
盛
り
あ
が

っ
て
い
る

人
等
で
、
い
よ
い
よ
本
番
。

各
代
表
の
方
々
の
熱
演
等
で

ス
テ
ー
ジ
の
進
行
も
順
調
に
進

み
、
い
よ
い
よ
私
の
番
で
す
。

で
も

「
男
と
女
の
破
片
」
の

歌
の
代
り
に
、
「
も
み
じ
」
が

出
て
き
た
の
に
、
少
し
ビ

ッ
ク

り
。
で
も
、
何
と
か
無
事
に
唱

う
事
が
出
来
ま
し
た
。

区
の
皆
様
の
応
援
の
お
か
げ

で
、
大
賞
ま
で
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
、
好
き
な
歌
を
、
こ
れ

か
ら
も
歌
い
続
け
て
行
こ
う
と

思
い
ま
す
が
、
又
歌
の
好
き
な

人
を
集
め
て
カ
ラ
オ
ケ
グ
ル
ー

プ
で
も
作
る
予
定
で
す
の
で
、

そ
の
時
に
は
、
大
勢
の
皆
様
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
大
会
を
運
営
さ
れ
た
方
々

及
び
委
員
の
方
々
に
は
、
大
変

御
苦
労
様
で
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
益
々
の
発

展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

~鵞フ ‐  σ

―

♯

口D′
國
「

区
　
報

編
集
委
員
会
の

―
研
修
旅
行
―

区
報

「萩
の
郷
」
も
三
十
号

を
迎
え
る
事
が
出
来
、
こ
れ
ま

で
区
報
の
編
集
に
携

っ
て
来
ら

れ
た
先
輩
の
皆
様
方
に
感
謝
す

る
と
共
に
、
今
後
も
区
民
の
方
々

か
ら
待
ち
望
ま
れ
る
よ
う
な
充

実
し
た
紙
面
作
り
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

区
報
編
集
委
員
会
で
は
、
十

月
十
日
京
都

へ
研
修
旅
行

に

行

っ
て
来
ま
し
た
。
太
秦
を
中

心
に
古
寺
巡
り
を
し
、
有
意
義

な

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ｂ
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(5)平成 6年12月 1日 下 市 田 区 報 第 30号

下
市
田
区
の
敬
老
会
に
招
か
れ
て

ノlヽ

三
区

下
市
田
の
敬
老
会
に
招
か
れ

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
喜
寿
の
御

祝
を
戴
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。
私
達
よ
り
高
齢
の
方
々

が
ま
だ
ま
だ
元
気
で
居
ま
す
。

私
も
自
分
の
立
場
を
よ
く
理

解
し
常
に
健
康
に
留
意
を
計
り

先
輩
の
方
々
に
負
け
な
い
様
に

元
気
で
町
や
区
の
行
事
に
進
ん

で
参
加
し
て
、
御
世
話
に
な

っ

た
御
礼
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
若
い
頃
は
人
生
五
十

年
と
申
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
今

で
は
七
十
歳

ｏ
八
十
歳
は
普
通

と
言
わ
れ
る
位
長
命
の
時
代
と

な
り
ま
し
た
。
此
の
様
に
長
命

出
来
る
の
も
皆
々
様
の
御
指
導

と
御
協
力
の
賜
物
と
感
謝
し
て

居
ま
す
。
今
後
も
若
い
方
々
に

御
迷
惑
を
か
け
な
い
様
に
、
又

粗
大
ゴ
ミ
と
言
わ
れ
な
い
様
に

健
康
に
気
を
付
け
、
区
民
の

一

人
と
し
て
恥
じ
な
い
人
生
を

送
り
た
い
も
の
で
す
。
皆
々

様
の
御
支
援
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

氏
　
今
回
区
長
さ
ん
、
公
民
館

歎
長
さ
ん
始
め
各
種
団
体
の

洲
方
々
の
活
躍
で
昔
懐
し
い
思

の

し
出
の
唄
や
踊
り
を
見
せ
て

殖
も
ら
い楽
し
い
思
い
出
と
な

寿

り
ま
し
た
。

喜
　
や
つ
ぱ
り
元
気
で
よ
か

っ

た
な
あ
と
思
い
、
区
の
方
々

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
も
御
元
気
で
や

っ
て

下
さ
い
。

下
市
田
区
の
敬
老
会
に
招
か
れ
て

一区
　
長
谷
川
　
利
　
三

勇
　
次

“

  ‐‐
いヽヽ ごヽ

秋
酢
の
十
月
十
六
日
恒
例
の

下
市
田
区
の
発
表
会
と
敬
老
会

に
妻
と
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
手
配
の
車
で
順
次
に
会
場

へ
着
き
、
菓
子
を
貰
い
御
茶
の

接
待
や
階
上
の
展
示
を
見
物
し

た
が
、
遅
く
着
い
た
人
は
そ
の

余
裕
は
な
い
様
で
し
た
。
式
次

第
は
例
年
の
通
り
主
催
者
挨
拶
、

来
賓
代
表

・
町
長
祝
辞
で
始
ま

り
、
喜
寿

・
米
寿
と
卒
寿
以
上

の
方
々
の
表
彰
と
謝
辞
が
有
り
、

待
ち
か
ね
た
舞
台
の
発
表
会
に

移
る
と
共
に
、
区
の
心
尽
し
の

酒
肴
の
接
待
を
受
け
乍
ら
、
二

十
番
近
い
種
目
を
和
気
あ
い
あ

い
の
内
に
終
了
し
、
日
頃
出
不

精
の
老
人
に
は
楽
し
く
変
化
に

富
ん
だ

一
日
で
し
た
。

こ
の
催
し
に
は
、
公
民
館
は

展
示
と
発
表
会
で
、
区
は
敬
老

会
と
の
話
の
由
。
双
方
同
時
に

開
催
し
て
多
数
参
加
し
て
立
派

な
文
化
祭
と
思
う
。
発
表
会
は
、

練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

さ
れ
、
殊
に
婦
人
は
、
化
粧
を

し
て
揃
い
の
衣
裳
で
舞
台
に
出

る
と
見
違
え
る
程
美
し
い
芸
を

披
露
し
た
の
に
は
驚
い
た
。

又
階
上
の
書
は
、
草
書
行
書

で
楷
書
は
少
な
い
。
画
は
洋
画

の
風
景
の
大
作
で
、
日
本
画
は

稀
で
あ

っ
た
。
他
の
陶
芸
、
生

花
、
編
物
等
は
時
間
が
無
く
唯

見
る
だ
け
で
作
者
に
は
申
し
訳

な
い
が
女
性
の
方
に
は
大
い
に

持
て
た
様
で
有

っ
た
。
毎
日
多

忙
の
中
、
寸
暇
を
得
て
の
精
進

が
作
品
に
表
現
さ
れ
全
く
頭
が

下
が
る
と
共
に
自
己
の
無
能
が

恥
ず
か
し
い
。

終
り
に
文
化
祭
を
企
画
さ
れ
、

卒寿以上のお祝いを

受付けている所

写真は岩崎ツネ∃さん

―き
ハ

化

盤
′

`ヽ

十
月
十
五
日
Ｏ

ｏ
十
六
日
側

の
両
日
下
市
田
公
民
館
に
於
い

て
区
の
文
化
祭

ｏ
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
会
場
に
は
、
書
道

・
生

花

・
陶
芸

ｏ
絵
画

・
水
墨
画

・

編
物

・
手
芸

・
盆
栽
等
が
会
場

を
飾
り
、
訪
れ
た
区
民
は
作
品

の
前
で
足
を
止
め
、
日
頃
の
努

力
を
労
い
、
素
晴
し
い
出
来
映

え
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。
例

年
、
反
省
点
と
し
て
、
せ

っ
か

く
の
展
示
を
よ
り
多
く
の
方
に

見
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
事

前
に
作
品
の
解
説
を
流
す
な
ど

の
Ｐ
Ｒ
を
し
、
親
し
み
の
あ
る

文
化
祭
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

敬
老
会
の
式

典
で
は
、
童
曇
烈
・

米
寿

・
卒
寿
の

皆
様
五
十
九
名

当
日
老
人
の
為

に
親
切
に
奉
仕

さ
れ
た
方
々
に

対
し
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま

す
。
健
康
に
て

来
年
も
出
席
し

た
い
と
思
う
。

盲
言
多
謝
。

教
養
部

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ひ
き
続
き
行
わ
れ
た
ス
テ
ー

ジ
発
表
で
は
、
華
麗
な
舞
踊

ｏ

民
踊

・
大
正
琴

・
尺
八

・
と
び

入
り
の
カ
ラ
オ
ケ
と
、
多
彩
な

出
し
物
に
会
場
は
配
ら
れ
た
お

酒
や
皿
盛
り
も
手
伝
い
、
い
つ

し
か
酔
い
し
れ
、
賑
や
か
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

最
後
に
、
高
森
音
頭
を
踊
り

穏
や
か
な
秋
の

一
日
を
心
ゆ
く

ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
事
が

で
き
ま
し
た
。
敬
老
会
を

一
年

の
楽
し
み
と
し
て
来
て
下
さ
る

方
も
多
数
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
い

う
こ
と
で
、
尚

一
層
の
盛
り
上

り
を
来
年
度
に
期
待
い
た
し
ま

す
。

ト
さ

ヽ
」L

敬老会招待の受付場面
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一区
小
運
動
会
及
び
芸
能
祭
　
「
朝ヽ
嘔察臓

一
区
主
事

吉

沢

清

美

群

鶴

獣
轍

一
区
で
は
十
月
九
日
南
小
グ
　
点
種
目
の
必
要
性
を
肌
で
感
じ

ラ
ン
ド
に
て
小
運
動
会
を
行
い
、
　
ま
し
た
。
参
加
者
の
自
由
種
目
、

好
天
に
恵
ま
れ
七
三
〇
人
と
参
　
パ
ン
食
い
競
争
、
借
物
競
争
、

加
者
も
多
く
、
乳
園
児
競
技
の
　
家
族
四
人
風
船
運
び
競
争
他
を

風
船
ひ
ろ
い
、

採
点
種
目
、
各

常
会
対
抗
で
は

二
十
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
縄
結

び
曇盟
亨
、
ウ
ォ
ー

タ

ー

リ

レ

ー

、

ボ
ー
リ
ン
グ
リ

レ
ー
、
血
圧
測

行
い
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で

高
森
音
頭
を
踊
り
ま
し
た
。

二
時
よ
り
第
九
回
芸
能
祭
を

南
小
体
育
館
に
て
部
落
長
さ
ん

他
の
挨
拶
後
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
に

沿

っ
て
各
常
会
各
ク
ラ
ブ
飛
び

入
り
等
に
て
大
正
琴
演
奏
、
寸

劇
、
踊
り
、
舞
踊
、
唄
う
民
謡
、

カ
ラ
オ
ケ
、
民
踊
等
プ

ロ
顔
負

二
区
会
館
の
完
成

二
区
主
事

松
島

信
幸

新
会
館
の
位
置
は
地
主
さ
ん

の
好
意
で
下
市
田
河
原
を
見
渡

せ
る
丘
の
上
と
な
り
、
二
区
発

展
の
新
拠
点
と
し
て
実
に
す
ば

ら
し
い
場
所
と
い
え
ま
す
。

六
年
五
月
七
日
は
待
望
の
落

成
式
と
な
り
ま
し
た
。
地
区
出

身
の
Ｓ
設
計
に
よ
り
、
周
囲
の

自
然
景
観
と
調
和
し
た
和
風
の

た
た
ず
ま
い
が
落
ち

つ
い
た
雰

囲
気
を
か
も
し
出
し
て
お
り
、

関
係
者
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
で

し
た
。
七
月
十
六
日
は
二
区
恒
例
の

夏
祭
り
が
新
装
の
会
館
で
開
催

さ
れ
、
新
会
館
の
内
外
を
楽
し

く
飛
び
は
ね
て
い
る
子
供
た
ち

の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

今
年
度
最
大
の
で
き
ご
と
は

新
し
い
二
区
会
館
の
完
成
で
す
。

今
ま
で
な
れ
親
し
ん
で
き
た

秋
葉
様
の
辻
の
会
館
は
町
の
都

市
計
画
に
よ
る
朝
霧
道
路
で
移

転
新
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
二
区
は

一
二

一
戸
、
下

市
田
区
で
は
小
さ
い
方
で
す
。

新
会
館
建
設
と
な
れ
ば

一
戸
あ

た
り
の
負
担
額
が
相
当
で
す
。

建
設
に
ふ
み
切
る
ま
で
に
は
何

回
も
会
合
を
重
ね
て
苦
慮
し
ま

し
た
。
最
終
的
に
は
全
区
民
に

よ
る
集
会
を
五
年
二
月
二
十
二

日
に
開
き
、
建
設
が
決
議
さ
れ

ま
し
た
。

納涼祭 新会館で

・け
の
芸
達
者
の
方
も
お
り
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
で
大
盛

況
で
終
わ
り
ま
し
た
。

関
係
各
位
の
皆
様
方
に
は
、

前
日
の
準
備
又
後
片
付
け
ま
で

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

小運動会の一場面

中

村

国

子

（六
区
）

よ
う
こ
そ
下
市
田
ヘ

す
ば
ら
し
い
自
然
を
も

っ
た
　
外

へ
出
る
と
、
周
り
の
家
々
に

こ
の
高
森
町
に
移
り
住
ん
で
、
　

た
く
さ
ん
の
列
の
柿
す
だ
れ
が

も
う
す
ぐ

一
年
に
な
り
ま
す
。
　

出
来
上
が

っ
て
お
り
、
そ
の
美

公
園
の
多
さ
に
は
と
て
も
驚
き
　
し
さ
と
量
に
圧
倒
さ
れ
、
し
ば

ま
し
た
。
休
日
に
は
子
供
達
と
　
し
車
を
止
め
て
眺
め
る
こ
の
ご

自
然
の
中
で
、
澄
ん
だ
空
気
を
　
ろ
で
す
。
果
物
や
、
自
然
か
ら

体
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
ん
で
楽
し
　
四
季
の
移
り
変
わ
り
が
は
っ
き

ん
で
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
り
わ
か
る
こ
の
伊
那
谷
は
、
と

先
日
、
た

っ
た

一
本
で
す
が
　
て
も
す
ば
ら
し
い
土
地
だ
と
思

自
宅
に
あ
る
柿
の
実
を
と
り
、
　

い
ま
す
。

家
族
全
員
で
千
柿
作
り
を
し
ま
　
　
私
自
身
は
、
こ
の
町
で
育
ち

し
た
。
等
間
隔
に
つ
る
さ
れ
た
　
ま
し
た
の
で
、
同
級
生
も
い
ま

柿
は
、
わ
ず
か
二
列
で
す
が
、
　

す
が
、
高
森
を
離
れ
て
十
七
年

そ
の
仕
事
の
大
変
さ
と
、
自
分
　
ぶ
り
に
戻

っ
て
来
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

！
―

―

‥―

‥―

―

‥―

‥―

―

‥―

―

・
や
保
護
者
会
を

三

島

千

尋

（五
区
）

十
年
も
前
に
な
り
ま
す
が
、

母
の
病
気
平
癒
の
御
願
い
で
、

日
限
地
蔵
様
を
お
参
り
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
の
頃
は

た
だ
、
「
母
を
助
け
た
い
。
」
そ

れ
だ
け
で
お
参
り
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
縁
が
あ

っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
頃
、
家
を

建
築
す
る
に
つ
い
て
、
ど
こ
か

に
土
地
は
な
い
か
と
、
豊
丘
は

も
ち
ろ
ん
高
森
も
山
吹
、
吉
田
、

上
市
田
か
ら
天
竜
川
端
ま
で
見

て
ま
わ
り
、
二
年
間
し
て
現
在

の
所
に
辿
り

つ
き
ま
し
た
。
こ

こ
と
決
め
た
後
、
こ
れ
は
な
か

な
か
決
ま
ら
な
い
土
地
を
気
に

か
け
て
、
お
地
蔵
様
が
、
こ
こ

へ
呼
ん
で
く
れ
た
の
だ
ろ
う
と

感
じ
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
そ
う
だ

ろ
う
と
、
今
も
思

っ
て
お
参
り

6
ィ
『

し
て
お
り
ま
す
が
、
ど
こ
の
御

宅
に
も
そ
れ
ぞ
れ
、
い
ろ
ん
な

事
情
が
あ
る
通
り
、
私
の
所
も

そ
の
例
に
も
れ
ず
、
こ
の
地
で

一
戸
の
家
族
と
し
て
生
活
を
始

め
て
二
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。

し
か
し
い
ま
だ
に
、
流
動
的
で

い
つ
分
解
し
て
し
ま
う
か
わ
か

ら
な
い
よ
う
な
状
態
で
す
。

こ
の
頃
や
っ
と
少
し
ば
か
り

木
を
植
え
ま
し
た
。
い
つ
に
な
っ

た
ら
庭
木
と
な
る
か
位
の
物
で

す
が
、
庭
木
と
な
る
こ
ろ
に
は
、

私
共
も
、
ご
く
普
通
の
家
庭
に

な

っ
て
い
ら
れ
れ
ば
、
幸
い
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。

達
で
作
る
楽
し
さ
を
子
供
と
共

に
実
感
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と

通
じ
、
地
域
の

方
々
と
も
徐
々

に
親
し
く
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
地
域
の

ま
と
ま
り
の
良
さ
が
感
じ
ら
れ
、

私
も
、
積
極
的

に
各
方
面

の

方
々
と
も
交
流
を
深
め
、
地
域

の

一
員
と
し
て
早
く
こ
の
地
に

溶
け
込
め
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

口 再

_ヽ

一
ヽ

′

ハ

こ

.=

」

l

ヶ
■

請

_ヽ

キ

き
一̀
ヽ



(7)平成 6年12月 1日 下 市 田 区 報 第 30号

地域探訪

下
市
田
の
石
碑
と

石
造
物

（そ
の
四
）

田

日

正

幸

今
ま
で
に
江
戸
時
代
の
庶
民
の
生
活
や
信
仰
に
関
係
の
深

か

っ
た
庚
申
塔

・
秋
葉
塔

ｏ
金
毘
羅
塔

・
馬
頭
観
世
音
碑

・

蚕
玉
様
の
碑

・
十
王
の
石
像

・
道
祖
神
碑

ｏ
天
満
宮
碑

・
筆

塚
の
　
・
碑
」̈
琉
刊
つ一憾
一録
一像
称

へど
え書

くき
な
し
た
が
、
今
回
は
廻
国
巡

拝
塔

ｏ
宝
筐
印
塔

・
惣
兵
衛
供
養
碑
の
ほ
か
、
萩
山
神
社
東

の
林
の
中
に
あ
る
数
基
の
石
碑
を
簡
単
に
紹
介
し
て

「
下
市

田
の
石
碑
と
石
造
物
」
を
終
り
ま
す
。

廻
国
巡
拝
塔

（回
国
巡
礼
塔
）

江
戸
時
代
に
は
、
お
観
音
様

を
拝
む
と
私
た
ち
の
願
い
事
を

聞
い
て
応
え
て
く
だ
さ
る
と
い

う
信
仰
が
あ

っ
た
。
有
志
で
仲

間
を

つ
く
り
霊
場
巡
拝
が
盛
ん

に
行
な
わ
れ
、
観
音
様
の
功
徳

を
得
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
巡
拝
が
無
事
終
わ
る
と
、

そ
の
記
念
と
し
て
廻
国
巡
拝
塔

を
建
て
て
供
養
し
ま
し
た
。
今

の
よ
う
な
乗
物
は
な
い
の
で
歩

い
て
の
旅
で
し
た
。

こ
の
地
方
の
人
々
が
巡
拝
し

た
霊
場
は
、
西
国

（関
西
以
西
）

三
十
三
所
■
坂
東

（関
東
）
三

十
二
所

ｏ
秩
父

（埼
玉
県
秩
父

盆
地
）
三
十
三
所
の
ほ
か
、
四

国
の
弘
法
大
師
の
霊
場
八
十
八

所

（
四
国
の
札
所
）
な
ど
で
、

後
に
な

っ
て
、
こ
れ
ら
の
霊
場

は
遠
い
の
で
伊
那
に
移
し
て
伊

那
三
十
三
所
が
で
き
ま
し
た
。

町
史
に
よ
れ
ば
、
西
国
二
十

三
所
と
四
国
八
十
八
所
の
霊
場

巡
拝
に
百
日
以
上
の
旅
を
し
て

無
事
帰

っ
た
日
記
が
残

っ
て
い

ま
す
。
体
力
と
健
康
に
恵
ま
れ

お
金
も
あ
り
、
そ
の
上
、

家
族
の
理
解
と
協
力
が

あ

っ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。清
水
庵

（
四
区
）
の

秩
父
西
国
坂
東
百
箇
所

順
礼
供
養
碑
は
町
内
で

最
も
古
い
も
の
で
、
新

井
原

（五
区
）
の

一
石

三
十
三
観
音
塔

（浮
彫
）

も
同
じ
巡
拝
供
養
碑
と

思
い
ま
す
。

宝
筐
印
塔

安
養
寺
の
墓
地
の
ほ

ば
中
央
に
あ
る
塔

（
写
真
）
が

目
に
付
き
ま
す
。
全
体
の
手
法

（造
り
方
）
か
ら
、
学
者
や
研
究

家
は
室
町
時
代

（約
六
百
年
前
）

の
作
と
推
定
し
て
い
る
が
、
最

上
部
の
相
輪
を
失
い
後
に
加
え

ら
れ
た
も
の
で
す
。
（
石
質
が

異
な

っ
て
い
る
。
）
松
岡
城
主

伊
予
守
貞
景
か
嗣
子

（後
継
ぎ
）

の
貞
政
が
創
建
し
た
も
の
と
言

わ
れ
、
安
養
寺
開
基

（寺
の
創

立
）
貞
景
の
墓
塔
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

宝
筐
印
塔
は
も
と
も
と
経
典

を
供
養
し
て
建
て
た
塔

で
、
こ
れ
を
礼
拝
す
る

と
、
今
ま
で
の
罪
悪
は

直
ぐ
消
え
、
い
ろ
い
ろ

の
災
害
か
ら
も
免
れ
、

死
後
冥
土

へ
行

っ
て
も

極
楽

へ
行
け
て
、
早
く

人
間
に
生
れ
代
わ
る
と

い
う
信
仰
が
あ
り
ま
し

た
。
後
の
世
に
な
っ
て
、

立

　
　

立

う
建
卑
Ｄ
建

脚ｍ］
。清水̈

・
０
酢

区
０

塔
枢
年
副
鯛
年

拝

∈

７
箇

　

Ｈ

巡

ま
口
政
百
　

禄

田一錨
。安鰊・
一「

一十二』
楓一　
‰

三

１２
豆

　

１２

石

さ
父

　

さ

一　
一日同
班体　
　
　
一口同

■
一
　

ｏ
　

，よ

　

　

　

ｏ

左

　

右

宝 筐 印 塔

左は安養寺墓地内にある。高さ101επ3
。建立年代は室町時代と推定。

右は小川三吉氏墓地 (三区)にある。
。高さ124m。
。建立年代は江戸時代前期 (寛永)。

墓
塔
や
死
者
の
霊
の
供

養
塔
と
し
て
建

つ
よ
う

に
な
り
小
川
三
吉
氏
の

墓
地

（
三
区
）
に
古
い

宝
筐
印
塔
が
あ
り
ま
す
。

惣
兵
衛
供
養
碑

暴
れ
天
竜
の
水
害
を

防
ぎ
、
下
市
田

・
座
光

寺

・
上
郷
の
水
田
開
発

の
た
め
、
飯
田
藩
が
下

市
田
に
大
川
除
の
建
設

を
計
画
し
た
の
は
寛
政

二
年

（
一
七
四
八
年
）
で
、
完

成
は
宝
暦
二
年

（
一
七
五
二
年
）

で
し
た
。
こ
の
大
川
除

（延
長

一
四
六

π
・
高
さ
四

π
）
工
事

の
主
任
技
師
に
起
用
さ
れ
た
中

村
惣
兵
衛
は
技
術
優
秀
な
石
工

で
腕
前
は
認
め
ら
れ
た
が
、
こ

の
時
七
十
五
才
の
高
齢
で
あ

っ

た
。
惣
兵
衛
は
安
養
寺
近
く
の

農
家
に
仮
住
い
を
し
て
日
夜
工

事
の
進
行
に
専
念
し
た
と
の
こ

と
、
そ
の
熱
意
と
優
れ
た
技
術

に
よ

っ
て
堅
牢
な
堤
防
が
完
成

し
た
の
で
、
人
々
は
惣
兵
衛
堤

防

（惣
兵
衛
川
除
）
と
呼
ん
で

功
績
を
讃
え
、
百
年
ほ
ど
後
の

嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
年
）
に

供
養
碑
を
建
て
て
そ
の
菩
堤
を

弔
い
ま
し
た
。
完
成
に
よ
り
下

市
田

・
座
光
寺

・
上
郷
の
開
田

面
積
は
二
五
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な

っ
た
。
二
百
有
余
年
洪
水
に

耐
え
て
き
た
こ
の
堤
防
も
三
六

災
害

（昭
和
三
十
六
年
六
月
の

集
中
豪
雨
）
で
遂
に
決
壊
流
失

し
ま
し
た
。

萩
山
神
社
の
社
叢

（お
宮
の

森
）
の
中
に
は
忠
魂
碑

ｏ
復
興

記
念
碑
の
大
石
碑
の
ほ
か
、
小

川
昌
成
先
生
頌
徳
碑

（小
川
先

生
は
松
本
生
れ
で
下
市
田
学
校

の
校
長
と
し
て
明
治
二
十
八
年

か
ら
大
正
四
年
ま
で
十
六
年
余

在
職
。
昭
和
十
七
年
門
人
律
７
）
、

光
沢
金
治
君
追
悼
碑

（伊
那
果

友
会
、
昭
和
三
十
九
年
建
立
）
、

高
森
分
校
統
合
閉
校
記
念
碑

（
こ
こ
に
我
ら
働
き

つ
つ
学
び

ぬ
、
昭
和
五
十
年
建
立
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

惣兵衛供養碑
。二区 (共北東)旧惣兵衛堤防
入口にある。
。嘉永 7年 (1854年)建立。
。局さ160m
。裏面に「為 総兵衛」と彫っ

てある。
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思

う

こ

と

夜
、
星
を
ゆ

っ
く
り
と
眺
め

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
夜
空

に
輝
く
星
々
の
神
秘
的
な
美
し

さ
は
、　
一
時
の
安
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
こ
の
大
宇
宙
の

中
に
、
銀
河
系
宇
宙
が
あ
り
、

そ
の
渦
の
外
れ
に
、
私
達
の
太

陽
系
が
あ
り
ま
す
。
太
陽
の
回

り
に
は
、
九

つ
の
星
が
あ
っ
て
、

そ
の
第
二
惑
星
が
、
青
く
輝
く

星
、
地
球
で
す
。
こ
の
美
し
い

星
が
、
褐
色
に
変
化
し
、
隕
石

等
を
う
け
て
、
表
面
が
月
の
よ

う
に
、
で
こ
ぼ
こ
に
な
り
、
色

あ
せ
た
暗
黒
の
星
に
な

っ
て
し

ま

っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
非

現
実
的
だ
と
思
わ
な
い
で
下
さ

い
。
私
達
人
間
が
こ
の
ま
ま
、

環
境
破
壊
を
続
け
て
行

っ
た
ら
、

必
ず
地
球
規
模
の
破
滅
が
や
っ

て
来
ま
す
。
酸
性
雨
が
、
高
森

で
も
観
測
さ
れ
、
オ
ゾ
ン
層
も

破
壊
が
進
み
、
生
態
系
の
変
化

も
著
し
く
、
飲
み
水
さ
え
も
危

険
に
な

っ
て
来
ま
し
た
。

地
球
の
温
暖
化
が
進
め
ば
、

二
十

一
世
紀
の
世
界
は
、

す
べ
て
が
お
か
し
く
な

っ

て
し
ま
い
、
生
命
の
あ
る

も
の
す
べ
て
が
大
変
な
事

に
な

っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
人
間
の
、
み

に
く
い
欲
望
は
こ
こ
ら
で

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て
、
本
気

に
な

っ
て
、
地
球
と
仲
良

く
生
き
て
い
く
こ
と
を
考

え
直
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

四
区

小

自
仁U

和

寸
‐

提

二
区

長
野
県
は
山
梨
県
に
続
い
て

全
国
で
二
番
目
に
住
ん
で
み
た

い
県
だ
と
、
何
か
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
出
て
い
た
事
が
記
憶

に
あ
り
ま
す
。
特
に
高
森
町
は

県
の
南
部
に
位
置
し
豊
か
な
風

土
と
歴
史
が
あ
り
、
人
情
味
あ

ふ
れ
た
住
み
良
い
町
で
、
特
に

下
市
田
区
は
温
暖
で
、
市
田
柿

の
発
祥
地
と
し
て
、
又
カ
ヌ
ー

竹

沢

正

穂

の
町
と
し
て
知
れ
渡
り
、
各
所

に
点
在
す
る
古
墳
遺
跡
あ
り
他

の
町
村
か
ら
羨
望
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
様
な
地
域
で
も
時
代
の

変
化
や
要
請
に
よ
り
工
業
や
商

業
化
が
進
み
都
市
近
郊
の
傾
向

が
強
く
な
り
、
生
活
様
式
も
多

様
多
岐
に
亘
り
住
民
の
間
の
人

間
関
係
や
連
帯
感
が
希
薄
に
な

り

つ
つ
あ
り
、

こ
の
様
な
混
住

社
会

で
の
な
か

で
、
よ
り
良

い

地
域
づ
く
り
に
、

各
地
区

で
は
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

活
動

に
努
力
し

て
い
ま
す
が
、

自
分
達
の
集
落
を
良
く
す
る
に

は
、
自
分
達
で
作
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

人
は

一
人
で
は
生
き
て
い
か

れ
な
い
。
高
齢
化
時
代
に
入
り

な
お
の
事
で
あ
る
。
そ
れ
に
は

家
庭
を
基
に
し
隣
近
所
と
の
交

流
と
親
睦
か
ら
始
ま
り
、
輪
を

広
げ
、
問
題
が
あ
れ
ば
そ
の
地

域
全
体
が
和
を
持

っ
て
対
処
し

て
解
決
す
る
。
こ
の
た
め
に
は

各
地
区
で
開
催
さ
れ
る
諸
〈
天
口
ｏ

研
修
会

ｏ
行
事
等
に
積
極
的
に

参
加
し
て
、
知
識
を
広
め
、
勉

強
し
合

っ
て
互
い
に
理
解
し
、

住
ん
で
い
る
地
域
が
今
後
よ
り

発
展
し
続
け
、
子
や
孫
に
、
引

継
ぎ
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

地
域
に
溶
け
込
ん
で
四
年

五
区

林

r二|

美
智
子

こ
の
季
節
に
な
る

と
、
下
伊
那
の
ど
こ

の
家
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
柿
す
だ

れ
を
我
家
で
も
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上
伊
那
郡
辰
野
町
、

長
野
市
松
代
町
と
住

ん
で
来
た
私
達
が
、

家
の
都
合
で
こ
の
高

森
町

へ
お
世
話

に

な

っ
て
か
ら
四
年
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
帰
る
つ

も
り
だ

っ
た
の
で
、

今
思
う
と
少
し
で
も

早
い
方
が
地
域
に
溶

け
込
む
こ
と
が
で
き
よ
か

っ
た

と
思
い
ま
す
。
小
さ
い
子
供
を

抱
え
、
は
じ
め
の
う
ち
は
知
り

合
い
も
少
な
く
心
細
か

っ
た
の

で
す
が
、
御
近
所
の
方
々

・
隣

組

・
常
会

・
五
区

・
若
妻
会

・

ま
た
子
供
の
検
診
や
公
園
で
知

り
合

っ
た
方
な
ど
、　
一
人
二
人

と
顔
見
知
り
の
方
が
増
え
、
エ
ー

コ
ー
プ
な
ど
で
偶
然
行
き
会
い

話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
子
供
が
保
育
園

へ
行
く
よ

う
に
な
る
と
ま
た
世
界
が
広
が

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
こ
れ

か
ら
も
、
子
供
の
成
長
と
共
に

知
り
合
う
人
も
増
え
、
い
ろ
ん

な
関
わ
り
を
持

っ
て
生
活
し
て

行
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
引
越

し
て
来
た
頃
は
、
ゴ
ミ
の
出
し

方
や
、
行
事
が
多
い
事
な
ど
不

満
も
あ
り
ま
し
た
が
、
町
内
め

ぐ
り
や
や
す
ら
ぎ
荘
、
福
祉
バ

ス
、
乳
幼
児
検
診
な
ど
福
祉
の

充
実
を
大
変
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
多
く
の
子
供
達
が
歩
い
て

保
育
園

へ
通
う
事
が
で
き
る
環

境
も
と
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
お
世
話
に
な

っ
た
方
々

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
私
達
の
高
森

町
が
よ
り
住
み
や
す
い
町
と
な

り
ま
す
よ
う
に
と
願
う
こ
の
頃

で
す
。

ロ

|

藤

晟
ｒ，
Ｓ
Ｓ

・
‘
ア
、
フ
‐

ニ

ス
ソ

t

・`  ́ 'Ⅲ‐
:

,

じ

一
■
■
■

,

k



(9)平成 6年 12月 1日 下 市 田 区 報 第 30号

小
中
学
生
の
作
文

ぼ
く

の
日

記

小
二

木

下
　
　
勝

（三
区
）

十
月
二
十
四
日

今
日
、
兄
ち

ゃ
ん
と
す
も
う

を
し
た
。

「
は

っ
け
よ
い
、

の
こ

っ
た
。
」

「
ど
す
ど
す
。
」

と

っ
て
も
大
き
な
音
だ

っ
た
。

そ
れ
で
ぼ
く
は
、　
一
回
し
か
か

て
な
か

っ
た
。

く

や
し
か

っ

た
。

で
も
、
ま
た
や
り
た
い
な

と
思

っ
た
。

十
月
二
十
五
日

今

日
は
、
国
語
の

「
お
手
紙
」

の
と
こ
ろ
の
書
き
と
り
を
し
ま

し
た
。
ぜ
ん
ぶ
書
く
の
に
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。
学
校

で
か

い
て
も
お
わ
ら
な
く
て
、
う
ち

で
か
い
た
ら
、
ノ
ー
ト
が
お
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
、

か

っ
て
き

て
、
そ
れ
を

つ
か
い

ま
し
た
。
と
ち

ゅ
う
で
、
お
ふ

左が勝君

ろ
に
は
い

っ
て
き

て
、
ま

た
か
き
と
り
を
や

っ
て
い

た
ら
、
だ
ん
だ
ん
ね
む
く

な

っ
て
き
ま
し
た
。

十

一
月
九
日

今

日
、
ダ
イ
ズ
と
り
で

つ
か
れ
ま
し
た
。
手
足
が

が
た
が
た
で
す
。

十

一
月
十
日

今

日
、
体

い
く

の
時
間

に
、

サ

ッ
カ
ー
を
し
ま
し

た
。
ぜ
ん
ぶ
の
し
あ
い
が
、

ひ
き
わ
け
で
し
た
。
三
か

い
し
て
、
二
し
あ
い
が
じ
ゃ

ん
け
ん
で
き
め
ま
し
た
。

こ
ん
ど
は
か
ち
た
い
で
す
。
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R.3'ヽ

~質

ヽ

rメFt

"~~TTコ
可・

.~.摯嗜■. ・́
′

ィ。,τ br.
、1｀
‐
 ・ .~     F

Ｌ

ヽ

、

一
馴
　

゛

家

の

愛

犬

小
六

大

島

隆

寛

（六
区
）

遠
く
か
”ヽ

「
ペ

コ
」

と

よ
ん
で
か
ら

か
く
れ
る
と
、

ペ
コ
は
キ

ョ

ロ

キ

ョ

ロ

し

て
お
も
し
ろ

い
の
で
、
な

ん
か

い
も

よ

ん

で
あ
そ
び

ま
し
た
。

オ
シ

ッ
コ
の
時
は
、
前
足

で

戸
を
ひ

っ
か
く
の
で
、
す
ぐ
わ

か
り
ま
す
。

で
も
、
う
る
さ
い

の
で
す

こ
し
は
お
こ
り
ま
す
。

で
も
、
す
ぐ
行

っ
て
や
る
の
で
、

ペ
コ
は
う
れ
し
が

っ
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
ガ

マ
ン
し

て
い

ぼ
く
の
家

に
は
、
「
ペ
コ
」

と
言
う
名
前
の
大
が
い
る
。
ぼ

く
が
、
小

一
の
時
に
も
ら

っ
た

犬
で
す
。
も
ら
っ
て
き
た
時
は
、

小
さ
く
て
お
と
な
し
い
犬
で
し

た
。
そ
の
時
は
、
気
が
小
さ
く

て
、
ネ
コ
が
き
て
も
お
っ
ぱ
ら
っ

た
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
上
、音日
所
恐
怖
症
な
の
で
、

高
い
所
に
の
せ
る
と
、
す
ぐ
に

ふ
る
え
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

か
わ
い
そ
う
な
の
で
、
す
ぐ

僕
は
、
今
年
の
夏
ア
メ
リ
カ

の
バ
ー
ジ

ニ
ア
州

ヘ
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
ー
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を

し
て
き
ま
し
た
。

七
月
二
十
七
日
の
第

一
日
目

の
朝
は
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
で
も
、
ホ
ス
ト
の
お
母

さ
ん
が
、

僕

の
部
屋

に
来

て

「
の
ｏ
０
０
Ｈづ
〇
『い
いｏ
∞
↓
”
一∽〓
ヽ
Ｏ
」

と
い
う
、
と
て
も
さ
わ
や
か
な

声
で
、
僕
に
あ
い
さ

つ
を
し
て

く
れ
た
し
、
家
族
の
み
ん
な
も

笑
顔
で
、
あ
い
さ
つ
を
し
て
く

に
お
ろ
し
て
あ
げ
ま
し
た
。

そ
れ
に
歩
く
事
も
あ
ま
り
で

き
ず
に
、
走

っ
て
ば
か
り
で
つ

か
れ
る
の
で
、
散
歩
の
時
に
歩

く
練
習
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

だ
ん
だ
ん
、
ぼ
く
た
ち
の
顔

も
お
ぼ
え
ま
し
た
。

だ
か
ら

「
ペ
コ
」
と
よ
ぶ
と
、

こ
っ
ち

を
む
く
と
き
と
、
む
か
な
い
と

き
が
あ
る
け
ど
、
だ
い
た
い
む

き
ま
す
。

れ
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
か

っ

た
で
す
。
今
日
は
、
朝
か
ら
ホ

ス
ト
の
友
達
が

「
霞

一」
と
元

気
な
声
で
家
に

来
て
、

「
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
し
な

い
？
、
野
球
を

や
ら
な
い
？
」

と
か
、
言

っ
て

ず
う

っ
と
遊
ん

で
く
れ
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
の
友
達

と
も
す
ぐ
友
達

に
な
り
と
て
も

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
ー
に
行
っ
て
き
て

中
二

山

田

達

朗

（
一
区
）
楽
し
い
ア
メ
リ
カ
の

一
日
目
が

始
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
次
の
日
の
二
十
八

日
の
朝
、
僕
が
起
き
て
く
る
と
、

な
ん
だ
か
み
ん
な
静
か
で
元
気

が
な
い
様
で
し
た
。
そ
し
て
、

ホ
ス
ト
か
ら

「私
の
祖
父
が
倒

れ
て
し
ま

っ
た
。
」
と
言
う
こ

と
を
聞
い
た
の
で
、
急
い
で
お

じ
い
さ
ん
の
家
に
行
き
ま
し
た
。

で
も
、
彼
の
お
じ
い
さ
ん
は
、

亡
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

僕
は

一
回
も
お
じ
い
さ
ん
と
話

し
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
と

て
も
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。こ
の
様
な
、
悲
し
い
出
来
事

も
あ

っ
た
け
ど
、
ワ
シ
ン
ト
ン

∪
ｏ
へ
見
学
に
行

っ
た
り
、
キ
ャ

ン
プ
を
し
た
り

と

て
も
楽
し

か

っ
た
で
す
。
そ
し
て
、　
一
ケ

月
間
お
世
話
に
な

っ
た
人
達
に

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

Ａ目
Ｕ電

右が達朗君

前が隆寛君

る
時
に
は
走
る
け
ど
、
ガ

マ
ン

し
て
い
な
い
時
に
は
歩
き
ま
す
。

車
で
、
で
か
け
る
時
に
は
、

乗
用
車
は
見
向
き
も
し
な
い
け

ど
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
行
く
時
に
は
、

こ
ち
ら
を
向
い
て
い
ま
す
。
ペ

コ
は
や

っ
ぱ
り
軽
ト
ラ
ッ
ク
が

好
き
み
た
い
で
す
。
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グループ紹介

私
達

の

「
つ

ば
み
会
」
は
踊

り
の
会

で
す
。

下
市
田
区

の
事

業

に
は

「
つ
ぼ

み
会
」

の
名
前

で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
町
の
事
業

へ
の
参
加

や
他
の
活
動
は

「
保
盛
部
」
の

名
前
で
出
て
い
ま
す
。

つ
ぼ
み
会
は
、
六
年
前
に
保

盛
部
に
入
り
解
散
し
ま
し
た
が
、

下
市
田
区
の
事
業
に
参
加
す
る

場
合
に
困
り

（他
の
町
や
区
の

方
が
い
た
た
め
）
、
　
一
年
前
に

下

沢

統

子

復
活
し
今
年
で
十
三
年
に
な
り

ま
す
。
つ
ば
み
会

の
会
員
は
五
名

（保
盛
部
は
十
名
）

で
、
毎
月

二
回
、
第

一
と
第
二
の
金
曜
日

の
夜
七
時
半
か
ら
十
時
ま
で
練

習
し
て
い
ま
す
。
先
生
は
飯
田

市
座
光
寺
の
森
谷
保
輔
先
生
に

指
導
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。全
体
の
会
を

「
保
盛
会
」
と

い
い
、
ク
ラ
ブ
数
は
二
十
二
組

あ
り
、
二
百
名
程
の
会
員
が
い

ま
す
。
三
年
毎
に
飯
田
市
の
公

民
館
で
発
表
会
が
あ
り
ま
す
。

私
達
の
踊
り
は
、
日

本
舞
踊
の
〇
〇
流
と
言

う
流
の
名
前
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
先
生
の
踊
り

が
好
き
で
誇
り
を
持

っ

て
踊

っ
て
い
ま
す
。
先

生
の
意
向
も
あ
り
ま
す

が
、
踊
り
を
多
く
の
人

に
見
て
い
た
だ
け
る
様

心
掛
け
て
い
ま
す
。

高
森
荘

へ
の
慰
間
、

農
協
祭

の

ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
新
人
歌
手
の

一
の
瀬
二
郎
さ
ん
の
歌

謡
シ
ョ
ー
を
応
援
し
踊

り
に
参
り
ま
す
。

一
の
瀬
二
郎
さ
ん
は
、

つ
ぼ

み

会

私
達
が
踊

っ
て
い
ま
す

「
天
竜

あ
ば
れ
川
」
を
歌

っ
て
い
る
歌

手
で
、
さ
わ
や
か
な
好
青
年
で

す
。
新
曲

「
竹
と
ん
ば
」
「
泥

だ
ら
け
の
納
繕
［」
が
出
ま
し
た
。

応
援
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

来
春
二
月
十

一
日
鼎
公
民
館

で
歌
謡
シ
ョ
ー
が
あ
る
予
定
で

す
。
私
達
も
踊
り
の
応
援
に
参

り
ま
す
ぜ
ひ
見
に
来
て
下
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
萩
の
会
は
平

成
元
年
四
月
発
足
致
し
ま
し
た
。

三
区
の
五
十
代
か
ら
七
十
代
ま

で
巾
広
い
年
代
層
の
有
志
の
方

達
で
構
成
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

一
年
間
の
主
な
事
業
は
、
年
二

回
七
十
七
歳
以
上
の
お
年
寄
り
、

六
十
五
歳
以
上
の

一
人
暮
し
の

方
達
を
お
招
き
し
て
の
お
た
の

し
み
交
流
会
、
や
す
ら
ぎ
荘

ヘ

の
付
き
添
い
、
セ
ン
テ
ナ
リ
ア

ン
ヘ
ニ
～
三
回
の
お
手
伝
い
な

ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
又
必
要
に
応
じ
て
そ
の

都
度
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
無
理
を
し
な
い
よ

う
に
長
続
き
出
来
る
会
で
あ
る

よ
う
に
と
心
掛
け
て
居
り
ま
す
。

．
こ
の
会
も
始
ま

っ
た
頃
は
人

数
も
少
な
く
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
、
地
下
歩
道
の
壁

へ
小
学
生

が
壁
画
を
書
く
時
の
お
手
伝
い

踊
り
を
通
し
て
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
、
地
域
の
発
展
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
と

思
い
ま
す
。

私
達
の
こ
の
楽
し
い
、
心
身

共
に
健
康
を
保

っ
て
い
け
る
会

が
、
い
つ
ま
で
も
続
く
様
努
力

し
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

仲
　
平
　
よ
し
子

な
ど
も
や

っ
て
来
ま
し
た
。
現

在
で
は
人
数
も
二
十
四
名
に
な

り
ま
し
た
。
春
の
お
た
の
し
み

会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
朝
早
く

か
ら
お
に
ぎ
り
な
ど
作
り
、
バ

ス
で
外

へ
出
ま
し
た
が
、
天
候

の
心
配
、
バ
ス
の
都
合
な
ど
大

変
で
し
た
が
、
今
年
は
力
行
会

館
も
新
し
く
な

っ
た
の
で
こ
こ

で
行
い
ま
し
た
。
紙
芝
居
、
お

話
、
手
遊
び
な
ど
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
秋
に
は
保
育
園
の
子

供
さ
ん
達
を
お
招
き
し
て
楽
し

い
ふ
れ
あ
い
が
出
来
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
外
に
出
ら
れ
な
い
方

も
み
ん
な
と
顔
を
会
わ
す
こ
と

が
出
来
て
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し

か

っ
た
と
言

っ
て
く
だ
さ
る
と
、

少
し
で
も
お
役
に
た

っ
た
な
ら

又
こ
の
次
に
も
何
と
か
し
て
あ

げ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
私
達
も
今
に
お
世
話
に
な
る

身
で
す
。
出
来
る
う
ち
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思

っ

て
居
り
ま
す
。

こ
の
会
の
主
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
い
て
、
後
に
続
い
て
き
て

く
だ
さ
る
会
員
の
あ
る
こ
と
を

希
望
し
て
居
り
ま
す
。

編
集
後
記

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「萩

の
会

」

今
朝
は
初
氷
が
見
ら
れ
冬
将

軍
の
到
来
に
驚
く
。
最
後
の
編

集
会
議
は
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
暖

を
と

っ
て
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
い

ま
す
。
今
号
は
三
十
号
の
節
目
に
な

る
の
で
表
紙
の
写
真
は
カ
ラ
ー

版
に
し
ま
し
た
。
内
容
は
行
事

と
し
て
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
文
化

祭
り
、
敬
老
会
を
あ
げ
、
報
告

と
し
て
区
の
情
勢
、
区
の
中
間

決
算
、
公
民
館
の
中
間
決
算
、

各
地
区
の
活
動
、
委
員
会
活
動

を
、
他
は
毎
号
紹
介
し
て
い
る

内
容
を
継
続
し
ま
し
た
。

十
二
月
で
任
期
の
終
る
代
議

員
、
各
委
員
、
各
部
員
の
ま
と

め
と
報
告
は
、
次
号
で
、
新
旧

代
表
の
挨
拶
の
中
で
寄
稿
し
て

頂
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

下
市
田
の
石
碑
と
石
像
物
の

特
別
寄
稿
は
今
回
で
完
結
し
ま

し
た
。
下
市
田
河
原
を
考
え
る

会
の
方
の
寄
稿
は
継
続
す
る
予

定
で
す
。
関
心
の
最
も
高
い
萩

山
神
社
の
宝
刀
の
行
方
に
つ
い

て
は
、
調
査
継
続
中
の
為
、
現

況
を
の
せ
て
あ
り
ま
す
。

今
号
も
ご
多
忙
の
中
、
各
方

面
か
ら
原
稿
を
お
寄
せ
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現
委
員
、
任
期
最
後
の
発
行

号
と
な
り
ま
し
た
。
二
年
間
の

ご
支
援
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（編
集
委
員

一
同
）
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